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インストールタスクフロー
次のインストールタスクフローのいずれかを選択します。

説明タスクフロー

クラスタのインストール

以下の展開のいずれかの基本インストールには、この方法を

使用します。

• CiscoUnified CommunicationsManagerテレフォニークラス
タのインストール

• IM and Presenceの標準（非集中型）展開

基本インストールタスクフ

ロー（4ページ）

IM and Presenceの集中型展開では、IM and Presence中央クラ
スタの基本インストールにこのタスクフローを使用します。

IM and Presence集中クラスタ
のインストール（基本インス

トール）（7ページ）

このタスクフローを使用すれば、手動の介入を必要とせず

に、Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceクラスタを動的にインストールできます。集中型また
は標準 (分散型) IM and Presence展開のいずれかに適用されま
す。

ゼロタッチインストールのタ

スクフロー（25ページ）

インストールタスク
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説明タスクフロー

データインポートインストールを使用し、次のタスクを実行

して、Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceクラスタをインストールします。

データインポートを使用した

インストール（32ページ）

ノードのインストール

既存の Unified Communications Managerまたは IM and Presence
サービスクラスタを追加する場合、次のタスクを実行しま

す。

既存のクラスタに新しいノー

ドを追加する（30ページ）

Cisco Prime Collaboration Deploymentを使用して、クラスタをインストールすることもできま
す。詳細については、『CiscoPrimeCollaboration導入アドミニストレーションガイド』を参照
してください。

（注）

インストールタスクフロー
次のインストールタスクフローのいずれかを選択します。

説明タスクフロー

クラスタのインストール

以下の展開のいずれかの基本インストールには、この方法を

使用します。

• CiscoUnified CommunicationsManagerテレフォニークラス
タのインストール

• IM and Presenceの標準（非集中型）展開

基本インストールタスクフ

ロー（4ページ）

IM and Presenceの集中型展開では、IM and Presence中央クラ
スタの基本インストールにこのタスクフローを使用します。

IM and Presence集中クラスタ
のインストール（基本インス

トール）（7ページ）

このタスクフローを使用すれば、手動の介入を必要とせず

に、Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceクラスタを動的にインストールできます。集中型また
は標準 (分散型) IM and Presence展開のいずれかに適用されま
す。

ゼロタッチインストールのタ

スクフロー（25ページ）

データインポートインストールを使用し、次のタスクを実行

して、Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceクラスタをインストールします。

データインポートを使用した

インストール（32ページ）
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説明タスクフロー

ノードのインストール

既存の Unified Communications Managerまたは IM and Presence
サービスクラスタを追加する場合、次のタスクを実行しま

す。

既存のクラスタに新しいノー

ドを追加する（30ページ）

Cisco Prime Collaboration Deploymentを使用して、クラスタをインストールすることもできま
す。詳細については、『CiscoPrimeCollaboration導入アドミニストレーションガイド』を参照
してください。

（注）

はじめる前に

インストールを開始する前に、次の情報を確認してください。

•インストール先のサブスクライバノードがインストール中にパブリッシャノードに接続
できることを確認してください。

•クラスタ内のすべての Unified Communications Managerサーバのソフトウェアバージョン
が同じであることを確認してください。クラスタ内のすべての IMandPresenceサーバの、
リリースされているソフトウェアのバージョンが同じであることを確認してください。た

だし、クラスタソフトウェアのアップグレード中に限り、一時的に不一致が許可されま

す。IM and Presenceノードをインストールする場合は、Unified CommunicationsManagerと
IMandPresenceServiceのソフトウェアバージョンのメジャーリリース番号およびマイナー
リリース番号が同じである必要があります。

•既存のクラスタをインストールしている場合、インストール中に設定タスクを行わないで
ください。

•インストールプログラム実行中に入力するディレクトリ名およびファイル名は、大文字と
小文字が区別されるので注意してください。

• IM and Presence Serviceのインストールについては、IM and Presence Serviceを集中型展開
または標準展開（分散型）のどちらでインストールするかを確認してください。詳細につ

いては、「IM and Presenceのクラスタトポロジ」を参照してください。

インストールウィザード

インストールウィザードでのナビゲーション方法の説明については、次の表を参照してくださ

い。

インストールタスク
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表 1 :インストールウィザードの操作

使用するキー操作内容

タブ次のフィールドへ移動する

Alt+Tab前のフィールドへ移動する

Spaceバーまたは Enterオプションを選択する

↑または↓一覧を上下へスクロールする

Spaceバーまたは Enterキーを押し、[戻る
（Back）]を選択（使用可能な場合）

前のウィンドウへ移動する

Spaceバーまたは Enterキーを押し、[ヘルプ
（Help）]を選択（使用可能な場合）

ウィンドウに関するヘルプ情報を参照する

インストールウィザードは、次の文字をサポートします。

•英数字: A～ Z、a～ z、および 0～ 9とスペース

•スペースと #（最初の文字以外で）

•特殊文字は「$.~!@#%_=?:,{}()」のみ。

他のすべての文字はサポートされていません

（注）

基本インストールタスクフロー
基本のインストールプロセスを使用し、以下のタスクを実行して、Unified Communications
Managerと IM and Presence Serviceクラスタをインストールします。

• Cisco Unified Communications Managerテレフォニークラスタのインストール

•標準展開（非集中型）での IM and Presenceサービスのインストール。

インストールのシナリオによっては、すべての作業を実行する必要はありません。たとえば、

すでに使用中の既存の Unified Communications Managerクラスタ上の IM and Presence Serviceを
インストールする場合は、IMandPresenceServiceをインストールするための作業を実行するだ
けでかまいません。

（注）
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はじめる前に

Cisco Unified Communications Managerのインストール前タスク

IM and Presence Serviceのインストール前の作業

説明IM and Presence ServiceCisco Unified
Communications Manager

Unified Communications
Managerのインストールプ
ロセスを開始します。

—基本インストール（8
ページ）

ステップ
1

事前にインストールされて

いるサーバのみ (たとえ
ば、Cisco Business
Edition)。インストールに
事前設定されている情報を

追加します。そうしない場

合は、このタスクをスキッ

プします。

—プレインストールされた

サーバの設定情報の入力

（10ページ）

ステップ
2

インストールイメージを

新しいバージョンにアップ

グレードします。このオプ

ションは、Unified
CommunicationsManagerの
インストールにだけ使用で

きます。

—オプション。以下の作業の

いずれかを完了します。

•ローカルソースから
のインストールイ

メージのアップグレー

ド（12ページ）

•リモートサーバから
のインストールイ

メージのアップグレー

ド（13ページ）

ステップ
3

インストールを構成するこ

とによって、基本的なイン

ストールプロセスを続行

します。

—基本インストールの設定

（16ページ）
ステップ

4：

パブリッシャノードにソ

フトウェアを設定およびイ

ンストールします。

—Unified Communications
Managerパブリッシャを設
定します。（18ページ）

ステップ
5

パブリッシャノードをサ

ブスクライバノードを追

加します。

—サブスクライバノードを

追加します。（22ペー
ジ）

ステップ
6

インストールタスク
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説明IM and Presence ServiceCisco Unified
Communications Manager

Cisco Unified
CommunicationsManagerサ
ブスクライバノードにソ

フトウェアをインストール

します。

—加入者のノードのインス

トール（23ページ）
ステップ
7

IM and Presence Serviceの
インストールプロセスを

開始します。

基本インストール（8
ページ）

—ステップ
8

事前にインストールされて

いるサーバのみ (たとえ
ば、Cisco Business
Edition)。インストールに
事前設定されている情報を

追加します。そうしない場

合は、このタスクをスキッ

プします。

プレインストールされた

サーバの設定情報の入力

（10ページ）

—ステップ
9

インストールを設定して、

IM and Presenceの基本的な
インストールプロセスを

続行します。

基本インストールの設定

（16ページ）
—ステップ

10

IM and Presenceデータベー
スパブリッシャノードの

インストールを設定および

完了します。

IM and Presenceパブリッ
シャを設定します。（21
ページ）

—ステップ
11

Cisco Unified
CommunicationsManagerの
パブリッシャノードで、

IM and Presenceのサブスク
ライバを追加します。

—サブスクライバノードを

追加します。（22ペー
ジ）

ステップ
12

IM and Presence Serviceサ
ブスクライバノードにソ

フトウェアをインストール

します。

加入者のノードのインス

トール（23ページ）
—ステップ

13
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IM and Presence集中クラスタのインストール（基本イン
ストール）

基本インストールを使用して IM and Presence Service集中展開をインストールするには、次の
タスクを完了します。

• Unified CM Publisher（非テレフォニー）：IM and Presence集中クラスタでは、データベー
スとユーザーのプロビジョニングのために、集中クラスタ内にローカルの Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードが必要です。このノードはテレフォニーを処
理しません。サブスクライバノードをインストールする必要はありません。

• IM and Presence中央クラスタ

分散型（標準）展開での IM and Presence Serviceの基本インストールについては、基本インス
トールタスクフロー（4ページ）に従って、テレフォニーと IM and Presence Serviceクラス
タの両方をインストールします。

（注）

説明IM and Presence中央クラス
タ

Unified CM Publisher（非テ
レフォニー）

Unified CMパブリッシャ
ノードのインストールプロ

セスを開始します。

基本インストール（8
ページ）

ステッ

プ 1

基本インストールを設定し

ます。

基本インストールの設定

（16ページ）
ステッ

プ 2

Unified CMパブリッシャ
ノードをアップグレードし

ます。

Unified Communications
Managerパブリッシャを設
定します。（18ページ）

ステッ

プ 3

IM and Presence集中クラス
タのインストールプロセス

を開始します。

基本インストール（8
ページ）

ステッ

プ 4：

インストールを継続して、

IM and Presenceの基本イン
ストールプロセスを続行し

ます。

基本インストールの設定

（16ページ）
ステッ

プ 5

IM and Presenceのデータ
ベースパブリッシャノード

を設定します。

IM and Presenceパブリッ
シャを設定します。（21
ページ）

ステッ

プ 6

インストールタスク
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説明IM and Presence中央クラス
タ

Unified CM Publisher（非テ
レフォニー）

Unified CMパブリッシャ
で、IM and Presenceサブス
クライバノードを追加しま

す。

サブスクライバノードを追

加します。（22ページ）
ステッ

プ 7

IM and Presenceサブスクラ
イバでインストールを完了

します。

加入者のノードのインス

トール（23ページ）
ステッ

プ 8

基本インストール

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのインストールのための次の手順を
使用し、基本的なインストールプロセスを開始します。クラスタをインストールするか、また

は既存のクラスタにノードを追加する場合は、次の手順を使用できます。

Procedure

ステップ 1 応答ファイル生成ツールによって作成された設定ファイルを使用している場合は、仮想マシン
がアクセスできる場所に仮想フロッピーイメージがあることを確認します。

Cisco Business Edition 6000/7000アプライアンスににソフトウェアがプレインストー
ルされている場合は、それより後の製品リリースを使用してサーバーの再イメージ

化を行うのでなければ、DVDまたは ISOファイルからのインストールは不要です。
設定情報を入力するための基本的なインストールの手順に直接進みます。詳細につ

いては、Installation Guide for Cisco Business Edition 6000または Installation Guide for
Cisco Business Edition 7000を参照してください。

Note

ステップ 2 次のいずれかの操作を行います。

• VMware ESXiサーバーがホストする DVDドライブからインストールする場合は、インス
トール DVDをトレイに入れてサーバーを再起動し、DVDからサーバーを起動します。

•ローカルESXiホストまたはストレージエリアネットワーク（SAN）上にあるデータスト
ア ISOファイルからインストールする場合は、仮想マシンの CD/DVDドライブを編集し
てデータストア ISOファイルを選択します。電源投入時に接続するオプションを選択し、
仮想マシンを再起動します。OVAファイルを使用して仮想マシンを作成したときに ISO
を使用して仮想マシンを設定していた場合は、この手順をスキップして残りの手順を実行

します。

サーバの起動シーケンス完了後、[DVDが検出されました（DVD Found）] ウィンドウが表示
されます。

ステップ 3 メディアチェックを実行するには、[はい（Yes）]をクリックします。または、[いいえ（No）]
をクリックして、メディアチェックをスキップします。

インストールタスク
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メディアチェックでは、DVDの完全性が検証されます。以前にその DVDがメディアチェッ
クに合格していた場合は、メディアチェックをスキップしてもかまいません。

ステップ 4 [Yes（はい）]を選択してメディアチェックを実行すると、[Media Check Result（メディア
チェックの結果）]ウィンドウが表示されます。

a) [メディアチェックの結果（Media Check Result）]で [パス（Pass）] と表示された場合
は、[OK]を選択してインストールを続行します。

b) メディアチェックに失敗した場合は、別のコピーを Cisco.comからダウンロードするか、
別の DVDを直接 Ciscoから入手します。

ステップ 5 [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]ウィンドウで、インストールする製品を選
択します。

• Unified Communications Manager：製品を選択し、[OK]をクリックします。

• IM and Presence Service：[OK]を選択します。
• Cisco Unity Connection：製品を選択し、[OK]をクリックします。

このウィンドウでは、使用するハードウェアでサポートされる製品のみが表示され

ます。サポートされる製品が1つしか存在しない場合は、インストールする製品の
選択は行いません。

Note

ステップ 6 ソフトウェアが現在サーバーにインストールされている場合は [ハードドライブの上書き
（Overwrite Hard Drive）] ウィンドウが表示され、ハードドライブ上の現在のソフトウェア
のバージョンと DVDまたは ISOファイル上のバージョンが表示されます。インストールを続
ける場合は[はい（Yes）]、中止する場合は [いいえ（No）]を選択します。

[Overwrite Hard Drive（ハードドライブの上書き）]ウィンドウで、[はい（Yes）]
を選択すると、ハードドライブにある既存のデータはすべて上書きされて消去され

ます。

Caution

[Platform Installation Wizard（プラットフォームインストールウィザード）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 7 [プラットフォームのインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]のウィンドウ
で、次のオプションのいずれかを選択します。

•基本インストールプロセスを続行するには、[続行（Proceed）]を選択し、この手順を続
行します。基本インストールプロセスを設定できます。

• [データインポートを使用してインストール（Install with Data Import）] を続行するに
は、[インポート（Import）]を選択して、続行します。

データインポートを使用して、Unified Communications Managerおよび Instant Messaging
and Presence Serviceのインストールを設定することができます。

•インストール済みのサーバ（たとえば、Cisco Business Editionサーバ）がある場合は、イ
ンストール済みのソフトウェアを設定します。[スキップ（Skip）]をクリックして、プレ
インストールされたサーバの設定情報の入力, on page 10に進みます。

•最初にソフトウェアをインストールし、後で設定する場合は、[スキップ（Skip）]を選択
します。インストールプロセスでは、ソフトウェアをインストールし、インストールが完

インストールタスク
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了した後に設定するように指示されます。この方法のインストールでは、合計時間が増え

る可能性があります。

ステップ 8 [追加のリリースを適用（Apply Additional Release）]ウィンドウで、インストールイメージよ
りも新しい Unified Communications Managerのバージョンがある場合、インストールを新しい
リリースにアップグレードすることを選択できます。このオプションは、IMandPresenceService
には使用できません。

• [はい (Yes)] : Unified Communications Managerインストールイメージを新しいサービスリ
リースにアップグレードするには、このオプションを選択します。次の手順のいずれかを

実行します。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード, on page 12

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード, on page 13

• [いいえ (No)]] : IM and Presence Serviceをインストールする場合、または Unified
CommunicationsManagerをインストールする場合、かつインストールのイメージをアップ
グレードしたくない場合は、このオプションを選択します。

ステップ 9 [基本インストール（Basic Install）]ウィンドウで [続行（Continue）]を選択し、ソフトウェ
アをインストールするかプレインストールソフトウェアを設定します。

What to do next

事前にインストールされているサーバの場合、プレインストールされたサーバの設定情報の入

力, on page 10。

Unified Communications Managerインストールイメージを新しいリリースにアップグレードす
るには、次の手順のいずれかを実行します。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード, on page 12

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード, on page 13

基本的なインストールプロセスを続行する場合は、基本インストールの設定, on page 16

プレインストールされたサーバの設定情報の入力

事前にインストールされている製品（たとえば、Cisco Business Editionアプラアンス）のある
サーバーの場合は、次の手順を使用します。USBキーまたは AFGファイルを使用して、サー
バの事前設定されている情報を入力できます。

始める前に

基本インストール（8ページ）

インストールタスク
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手順

ステップ 1 システムの再起動後、[既存インストール設定（Preexisting InstallationConfiguration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 2 応答ファイル生成ツールによって既存の設定情報を作成していた場合には、USBキーに保存さ
れています。USBキーを挿入し、[続行（Continue）]を選択します。インストールウィザー
ドによって、インストールプロセス中にこの設定情報が読み込まれます。

システムで新しいハードウェアが検出されたことを示すポップアップウィンドウが

表示された場合は、何かキーを押し、その次のウィンドウで[インストール（Install）]
を選択してください。

（注）

ステップ 3 [プラットフォームのインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウで、
[続行（Proceed）]を選択します。

ステップ 4 [追加のリリースを適用（Apply Additional Release）]ウィンドウには、Unified Communications
Managerのインストールファイルをそれ以降のリリースにアップグレードするオプションがあ
ります。このオプションは、IM and Presence Serviceには使用できません。

• [はい (Yes)] : Unified Communications Managerインストールイメージを新しいサービスリ
リースにアップグレードするには、このオプションを選択します。次の手順のいずれかを

実行します。

>ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード（12ページ）
>リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード（13ページ）

• [いいえ (No)]] : IM and Presence Serviceをインストールする場合、または Unified
CommunicationsManagerをインストールする場合で、かつインストールのイメージをアッ
プグレードしたくない場合は、このオプションを選択します。

ステップ 5 [基本インストール（Basic Install）]ウィンドウで [続行（Continue）]を選択します。

次のタスク

Unified Communications Managerインストールイメージを新しいリリースにアップグレードす
るには、次の手順のいずれかを実行します。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード（12ページ）

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード（13ページ）

そうせずに、基本インストールプロセスを続行する場合は、基本インストールの設定（16
ページ）
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ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード

現在のインストールイメージよりも新しいバージョンがあり、インストールファイルを新し

いバージョンにアップグレードする場合、UnifiedCommunicationsManagerのインストールにこ
のオプションの手順を使用します。このオプションは、UnifiedCommunicationsManagerのイン
ストールにだけ使用できます。

アップグレードファイルを FTPまたは SFTPサーバファイルに配置ている場合は、リモート
サーバからのインストールイメージのアップグレード（13ページ）を参照してください。

（注）

始める前に

次の手順を実行したことを確認してください。

この手順を完了するには、基本的なインストールの開始の手順を完了し、ローカルの送信元経

由でのパッチの適用を選択している必要があります。

（注）

•基本インストールを開始します。ローカルの送信元経由でパッチを適用するには、このオ
プションを選択します。詳細の参照先：

• Cisco.comから適切なパッチファイルをダウンロードします。アップグレードファイルか
ら ISOイメージを作成し、それを DVD上または仮想マシンの DVDドライブ上に配置す
る必要があります。

手順

ステップ 1 [ローカルパッチの設定（Local Patch Configuration）]ウィンドウが表示されたら、必要に応じ
てパッチのディレクトリと名前を入力し、[OK]を選択します。

[インストールアップグレードパッチ選択の確認（Install Upgrade Patch Selection Validation）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウにパッチファイルが表示されます。このパッチを使用してシステムをアップデート
するには、[続行（Continue）]を選択します。

ステップ 3 インストールするアップグレードパッチを選択します。システムによってパッチのインストー
ルが行われ、アップグレードされたソフトウェアバージョンを実行中の状態でシステムが再起

動されます。

システムの再起動後、[事前準備した設定情報（Preexisting Configuration Information）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 4 インストールを続ける場合は、[続行（Proceed）]を選択します。

インストールタスク
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[プラットフォームインストレーションウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 5 インストールを続ける場合は [続行（Proceed）]を、中止する場合は [キャンセル（Cancel）]
をクリックします。

[続行（Proceed）]をクリックした場合は [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウが表示さ
れます。次の手順に進んでください。

[キャンセル（Cancel）]をクリックするとシステムは停止するので、安全にサーバーの電源を
切ることができます。

ステップ 6 [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウが表示されたら、[いいえ（No）]を選択します。

ステップ 7 [アップグレード（Upgrade）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [いいえ（No）]を選択し、基本インストールを設定する手順を実行します。

次のタスク

基本インストールの設定（16ページ）

リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード

FTPまたは SFTPサーバにインストールイメージより新しいバージョンがあり、インストール
ファイルを新しいバージョンにアップグレードする場合は、UnifiedCommunicationsManagerの
インストールにこのオプションの手順を使用します。このオプションは、UnifiedCommunications
Managerのインストールにだけ使用できます。

アップグレードファイルを FTPまたは SFTPサーバファイルに配置ている場合は、ローカル
ソースからのインストールイメージのアップグレード（12ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 自動ネゴシエーションを設定します。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、[はい（Yes）]を選択します。このオプション
により、自動ネゴシエーションを使用してネットワークインターフェイスカード（NIC）
の速度およびデュプレックスが設定されます。[MTU設定（MTU Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。次の手順をスキップして、続行します。

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴ

シエーションをサポートしている必要があります。

（注）
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•自動ネゴシエーションを無効にするには、[No（いいえ）]を選択します。[NIC Speed and
Duplex Configuration（NICの速度および二重化の設定）]ウィンドウが表示されます。次
の手順に進みます。

ステップ 2 自動ネゴシエーションを無効にした場合は、ここで適切なNIC速度および二重設定を手動で選
択し、[OK]を選択して続行します。

[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [MTU設定（MTUConfiguration）]ウィンドウでは、MTUサイズをオペレーティングシステム
のデフォルトから変更できます。

MTU（MaximumTransmissionUnit）は、このホストがネットワークで転送する最大パケットを
バイト単位で表します。ネットワークのMTU設定が不明な場合は、デフォルト値を使用しま
す。

MTUサイズを正しく設定しなかった場合、ネットワークのパフォーマンスに影響
する場合があります。

注意

•デフォルト値（1500バイト）を使用する場合は、[いいえ（No）]を選択します。

• MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更する場合は [はい（Yes）]
を選択し、新しいMTUサイズを入力して [OK]を選択します。

[DHCP設定（DHCP Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ネットワーク設定では、ノードとゲートウェイの静的 IPアドレスを設定するか、DynamicHost
Configuration Protocol（DHCP）を使用するかを選択できます。スタティック IPアドレスの使
用が推奨されます。DHCPを使用する場合は、スタティック DHCPを使用してください。

•ネットワーク内に設定されている DHCPサーバがない場合に DHCPを使用するときは、
[Yes（はい）]を選択します。インストール処理により、ネットワーク接続の確認が行わ
れます。

•ノードにスタティック IPアドレスを設定する場合は、[いいえ（No）]を選択します。静
的ネットワーク設定のウィンドウが表示されます。

ステップ 5 DHCPを使用しないことを選択した場合は、静的ネットワーク設定の値を入力して [OK]を選
択します。

[DNSクライアント設定（DNS Client Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 DNSを有効にするには [はい（Yes）]を選択し、DNSクライアントの情報を入力して [OK]を
選択します。

システムによりネットワークの設定と接続の確認が行われた後、[リモートパッチ設定（Remote
Patch Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 リモートファイルサーバの場所とログイン情報を入力します。システムによりリモートサー

バへ接続され、使用可能なアップグレードパッチの一覧が取得されます。
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アップグレードファイルが Linuxサーバまたは UNIXサーバ上にある場合は、ディレクトリ
パスの先頭にスラッシュを入力する必要があります。たとえば、アップグレードファイルが

patchesディレクトリに存在する場合は、/patchesと入力する必要があります。

アップグレードファイルがWindowsサーバ上に配置されている場合は、FTPサーバまたは
SFTPサーバに接続することになるため、次のような適切な構文を使用するよう注意してくだ
さい。

•パスの先頭はフォワードスラッシュ（/）で始め、パス全体でフォワードスラッシュを使
用します。

•パスは、サーバの FTPまたは SFTPルートディレクトリで始まる必要があります。C:な
どのドライブレターで始まるWindows絶対パスは入力できません。

[インストールアップグレードパッチ選択（Install Upgrade Patch Selection）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 8 インストールするアップグレードパッチを選択します。システムによってパッチのダウンロー

ド、展開、インストールが行われ、アップグレードされたソフトウェアバージョンを実行中の

状態でシステムが再起動されます。

システムの再起動後、[事前準備した設定情報（Preexisting Configuration Information）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 9 インストールを続ける場合は、[続行（Proceed）]を選択します。

[プラットフォームインストレーションウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 10 [続行（Proceed）]を選択するか、[キャンセル（Cancel）]を選択してインストールを中止しま
す。

[続行（Proceed）]を選択した場合は [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウが表示されま
す。次の手順に進みます。

[キャンセル（Cancel）]を選択するとシステムは停止し、安全にサーバの電源を切ることがで
きます。

ステップ 11 [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウで、[いいえ（No）]を選択します。

[Windowsのアップグレード（Windows Upgrade）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 [いいえ（No）]を選択し、基本インストールを設定する有人インストールの設定の手順を実行
します。

次のタスク

基本インストールの設定（16ページ）
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基本インストールの設定

Unified CommunicationsManagerと IM and Presence Serviceの基本インストールを設定するには、
この手順を使用します。

始める前に

基本インストール（8ページ）

手順

ステップ 1 [タイムゾーン設定（Timezone Configuration）]ウィンドウで、サーバの適切なタイムゾーン
を選択して、[OK]を選択します。

[自動ネゴシーエーション設定（Auto Negotiation Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 インストール処理では、自動ネゴシエーションを使って、イーサネットのネットワークイン

ターフェイスカード（NIC）の速度と二重化設定を自動的に設定できます。この設定はインス
トール後に変更できます。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、[はい（Yes）]を選択します。

[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴ

シエーションをサポートしている必要があります。

（注）

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[いいえ（No）]を選択して次の手順に進みま
す。

[NIC Speed and Duplex Configuration（NICの速度および二重化の設定）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 3 自動ネゴシエーションを無効にした場合は、ここで適切なNIC速度および二重設定を手動で選
択し、[OK]を選択して続行します。

[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [MTU設定（MTUConfiguration）]ウィンドウでは、MTUサイズをオペレーティングシステム
のデフォルトから変更できます。

MTU（MaximumTransmissionUnit）は、このホストがネットワークで転送する最大パケットを
バイト単位で表します。ネットワークのMTU設定が不明の場合は、デフォルト値（1500バイ
ト）を使用してください。

MTUサイズを正しく設定しなかった場合、ネットワークのパフォーマンスに影響
する場合があります。

注意

•デフォルト値（1500バイト）を使用する場合は、[いいえ（No）]を選択します。
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• MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更する場合は [はい（Yes）]
を選択し、新しいMTUサイズを入力して [OK]を選択します。

[DHCP設定（DHCP Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ネットワーク設定では、ノードにスタティックネットワークIPアドレスを設定するか、Dynamic
Host Configuration Protocol（DHCP）を使用するかを選択できます。スタティック IPアドレス
の使用が推奨されます。DHCPを使用する場合は、スタティックDHCPを使用してください。

•ネットワーク内に設定されている DHCPサーバがない場合に DHCPを使用するときは、
[Yes（はい）]を選択します。ネットワークが再開され、[管理者ログイン設定
（Administrator Login Configuration）]ウィンドウが表示されます。

•ノードにスタティック IPアドレスを設定する場合は、[No（いいえ）]を選択します。静
的ネットワーク設定のウィンドウが表示されます。

ステップ 6 DHCPを使用しないことを選択した場合は、静的ネットワーク設定の値を入力して [OK]を選
択します。

[DNSクライアント設定（DNS Client Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [DNSクライアント設定（DNS Client Configuration）] ウィンドウで、[はい（Yes）]をクリッ
クして DNSクライアントを有効化します。

ステップ 8 [OK]をクリックし、基本インストール手順で次のいずれかを選択します。

• [Proceed]：

• [続行（Proceed）]をクリックして、新しい設定を使用してネットワークを再起動し
ます。[管理者のログイン設定（Administrator Login Configuration）]ウィンドウが表
示されます。

•管理者ログインの [ユーザー名（User Name）]と [パスワード（Password）]を入力し
ます。

[ユーザー名（User Name）]が英数字で構成されていることを確認してくださ
い。CiscoUnifiedCommunicationsオペレーティングシステム管理、コマンドラ
インインターフェイス、ディザスタリカバリと同じログイン資格情報を使用

します。

（注）

•インポートするデータのソフトウェアの場所

•リモートサーバー名または IP、エクスポートデータディレクトリ、リモートログイ
ン ID、リモートパスワード、およびパスワードの確認を入力します。[OK]をクリッ
クし、新しい設定を使用してネットワークを再起動します。

ステップ 9 [証明書情報（Certificate Information）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 [証明書情報（Certificate Information）]ウィンドウで、証明書署名要求情報を入力し、[OK]
をクリックします。
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ステップ 11 最初のノード設定ウィンドウで、このノードを割り当てる方法を選択します。

• [はい（Yes）]：このノードを Cisco Unified Communications Managerパブリッシャノード
として設定する場合にこのオプションを選択します。

• [いいえ（No）]：このノードを Cisco Unified Communications Managerのサブスクライバ
ノード、または、IMandPresenceサービスノードとして割り当てる場合にこのオプション
を選択します。

次のタスク

クラスタ内に最初のノードをインストールする場合は、UnifiedCommunicationsManagerまたは
IMandPresenceServiceをインストールするかどうかに応じて、次の手順のいずれかを実行しま
す。

• Unified Communications Managerパブリッシャを設定します。（18ページ）

• IM and Presenceパブリッシャを設定します。（21ページ）

そうしない場合、サブスクライバノードは、サブスクライバノードを追加します。（22ペー
ジ）をインストールします。

Unified Communications Managerパブリッシャを設定します。
UnifiedCommunicationsManagerソフトウェアをインストールする最初のサーバをクラスタのパ
ブリッシャノードとして設定するには、この手順を実行します。この手順は、有人インストー

ルを完了し、有人インストールを設定した後に実行します。

Smart Call Homeはパブリッシャノードにのみ設定できます。Note

Procedure

ステップ 1 [ネットワークタイムプロトコルクライアント設定（NetworkTimeProtocolClientConfiguration）]
ウィンドウが表示されます。

パブリッシャノードで正確なシステム時刻を確保できるように、外部 NTPサーバの使用を推
奨します。クラスタのサブスクライバノードは、最初のノードから時刻を取得します。

ステップ 2 外部 NTPサーバを設定するか、システム時刻を手動で設定するかを選択します。

•外部 NTPサーバーを設定するには [はい（Yes）]を選択し、1つ以上の NTPサーバーの
IPアドレス、NTPサーバー名、または NTPサーバープール名を入力します。最大 5台の
NTPサーバを設定できます。3台以上使用することを推奨します。[続行（Proceed）]を選
択してインストールを続けます。
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システムはNTPサーバに接続して、自動的にハードウェアクロックの時刻を設定します。

[テスト（Test）]ボタンが表示された場合、[テスト（Test）]を選択して NTP
サーバへのアクセスが可能か確認できます。

Note

•システム時刻を手動で設定するには [いいえ（No）]を選択し、適切な日時を入力してハー
ドウェアクロックを設定します。[OK]を選択してインストールを続けます。

[データベースアクセスセキュリティ設定（Database Access Security Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 3 [必要なインストール情報（Required Installation Information）]からセキュリティパスワードを
入力します。

セキュリティパスワードは英数字で始まり、6文字以上の長さである必要がありま
す。英数字、ハイフン、および下線を使用できます。システムでは、このパスワー

ドを使用して、ノード間の通信が許可されます。このパスワードは、クラスタ内の

すべてのノードで同じにする必要があります。

Note

[SMTPホスト設定（SMTP Host Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 SMTPサーバを設定する場合、[はい（Yes）]を選択して SMTPサーバ名を入力します。SMTP
サーバを設定しない場合、[いいえ（No）]を選択します。これにより、[Smart Call Home]ペー
ジにリダイレクトされます。前のページに移動するには、[戻る（Back）]します。SMTP設定
に関する情報を表示するには、[ヘルプ（Help）]を選択します。

一部のプラットフォーム機能を使用するにはSMTPサーバの設定が必要です。ただ
し、SMTPサーバの設定は、プラットフォームの GUIまたはコマンドラインイン
ターフェイスを使用して後で行うこともできます。

Note

ステップ 5 [OK]を選択します。

ステップ 6 [SMART Call Home有効（SMART Call Home Enable）]ウィンドウで、次のいずれかを選択
して、[OK]をクリックします。

•システムの起動時に Smart Call Homeを有効化
•システムの起動時に Anonymous Call Homeを有効化

• [Smart Call Homeの設定を後で通知する（Remind me Later to configure Smart Call Home）]：
Cisco Unified Serviceabilityのインターフェイスを使用して、Smart Call Homeの機能を設定
する場合は、このオプションを選択します。

• [すべてのシステムの起動時に Call Homeを無効にする（Disable All Call Home on System
Start）]：SmartCallHome機能サービスを無効にするには、このオプションを選択します。
Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスを使用してインストール後に再開できます。

ステップ 7 [システムの起動時の Smart Call Home（Smart Call Home on System Start）]を選択した場合
は、次の操作を行います。

a) Cisco Technical Assistance Centerにデータを送信する方法を選択します。

•セキュアWeb（HTTPS）
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•プロ棋士を通じたセキュアWeb (HTTPS) :このオプションを選択する場合は、サーバ
が有効になっているポート番号の他、Call Homeの情報が取得されるプロキシサーバ
の送信されたホスト名または IPアドレスを入力します。

• [電子メール（Email）]：このオプションを選択する場合、電子メールが正常に送信さ
れるよう、SMTPを設定している必要があります。

b) Call Homeメッセージのコピーを複数の電子メール受信者に送信するには、電子メールア
ドレスをカンマで区切って入力します。最大 1024文字まで入力できます。

c) [顧客連絡先の詳細（CustomerContactDetails）]フィールドで、顧客の電子メール情報を入
力します。

d) [続行（Continue）]をクリックして先に進むか、[戻る（Back）]を選択して前のメニュー
に戻ります。

[続行（Continue）]をクリックすると、「Cisco Call Home は、Unified

Communications Managerクラスタから診断およびシステム情報を取得することを可能

にするレポート機能を備えています」というメッセージが表示されます。Cisco may use
this information for proactive debugging, product development or
marketing purposes. To learn more about this feature, please visit:

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7334/serv_home.html.）

[プロキシ経由のセキュアWeb (HTTPS)（Secure Web (HTTPS) through Proxy）]
を選択し、[続行（Continue）]をクリックすると、[Smart Call Homeプロキシ
設定（Smart Call Home Proxy Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Note

e) [確認（Confirm）]をクリックして通常のインストールを続行するか、[戻る（Back）]を
選択して [Smart Call Home有効（Smart Call Home Enable）]ページに戻ります。

ステップ 8 [システム起動時に Anonymous Call Homeを有効化（Enable Anonymous Call Home on System
Start）]を選択した場合は、次の操作を行います。

a) Cisco Technical Assistance Centerにデータを送信する方法を選択します。

•セキュアWeb（HTTPS）

•プロ棋士を通じたセキュアWeb (HTTPS) :このオプションを選択する場合は、サーバ
が有効になっているポート番号の他、Call Homeの情報が取得されるプロキシサーバ
の送信されたホスト名または IPアドレスを入力します。

• [電子メール（Email）]：このオプションを選択する場合、電子メールが正常に送信さ
れるよう、SMTPを設定している必要があります。

b) Call Homeメッセージのコピーを複数の電子メール受信者に送信するには、電子メールア
ドレスをカンマで区切って入力します。最大 1024文字まで入力できます。

c) [続行（Continue）]をクリックして先に進むか、[戻る（Back）]を選択して前のメニュー
に戻ります。

[続行（Continue）]をクリックすると、次のメッセージが表示されます。
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「Cisco Unified Communications Manager エクスペリエンスの改善のために、

[確認（Confirm）] をクリックして、Cisco Systems サーバーから使用率統計情報を

安全に受信できるようにしてください」。This information will be used by
Cisco to help understand how customers are using our product and
ultimately drive product direction. If you prefer not to participate,

you may choose to opt-out.）

[プロキシ経由のセキュアWeb (HTTPS)（Secure Web (HTTPS) through Proxy）]
を選択し、[続行（Continue）]をクリックすると、[Anonymous Call Homeプロ
キシ設定（Anonymous Call Home Proxy Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

Note

d) [確認（Confirm）]をクリックして通常のインストールを続行するか、[戻る（Back）]を
選択して [Smart Call Home有効（Smart Call Home Enable）]ページに戻ります。

基本インストール中に [データインポートを使用してインストール（Install with
Data Import）]を選択した場合、[アプリケーションユーザー構成（Application
User Configuration）]ウィンドウは表示されません。手順 11に進み、設置作業を
完了してください。

Note

ステップ 9 [OK]をクリックします。[アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 アプリケーションユーザ名とパスワードを入力し、パスワードをもう一度入力して確認しま

す。

ステップ 11 [OK]を選択します。
[プラットフォーム設定の確認（Platform Configuration Confirmation）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 12 [OK]を選択してインストールを続行するか、[戻る（Back）]を選択してプラットフォーム設
定を変更します。

システムによって、ソフトウェアのインストールと設定が行われます。サーバが再起動しま

す。

インストールプロセスが完了すると、管理者アカウントとパスワードでログインするように求

めるプロンプトが表示されます。

What to do next

サブスクライバノードをインストールする場合は、サブスクライバノードを追加します。, on
page 22。

IM and Presenceパブリッシャを設定します。
IM and Presenceクラスタのデータベースパブリッシャノードとして IM and Presence Serviceソ
フトウェアをインストールする最初のサーバを設定するには、この手順に従います。
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手順

ステップ 1 IM and Presenceパブリッシャノードのインストールと設定を行います。

ステップ 2 次のサービスが実行されていることを確認します。

• Cisco SIP Proxy
• Cisco Presence Engine
• Cisco XCP Connection Manager
• Cisco XCP Authentication Service

サービスをアクティブにするには、Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [サービ
スのアクティベーション（Service Activation）]の順に選択することで行えます。

次のタスク

サブスクライバノードを追加します。（22ページ）

サブスクライバノードを追加します。

サブスクライバノードにソフトウェアをインストールする前に、UnifiedCommunicationsManager
パブリッシャノードにサブスクライバノードを追加する必要があります。UnifiedCommunications
Managerまたは IM and Presence Serviceのいずれかにサブスクライバノードをインストールす
る前に、このタスクを完了する必要があります。

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerのパブリッシャノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サーバ（Server）]を選択しま
す。

ステップ 3 次の手順で、サブスクライバノードを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [サーバーのタイプ（Server Type）]ドロップダウンリストボックスから、実行している
インストールに対応するノードのタイプとして、UnifiedCommunicationsManagerの音声/ビ
デオノード、または IM and Presenceのノードを選択します。

c) [Fully Qualified Domain Name/IP Address（完全修飾ドメイン名/IPアドレス）]フィールド
に、FQDNまたは IPv4アドレスを入力します。

ノードの詳細を追加するときは、[説明（Description）]フィールドで一重引用
符 (' ')を使用しないでください。

（注）

d) オプション。IPv6を導入する場合は、[IPv6アドレス（IPv6 Address）]を入力します。
e) [保存（Save）]をクリックします。

f) 各サブスクライバノードを追加するには、次の手順を繰り返します。
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ステップ 4 (IM and Presence Serviceのみ)サブスクライバを定義するには、プレゼンス冗長グループを追加
します。

a) Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [プレゼンス冗長グループ
（Presence Redundancy Groups）]を選択します。

b) [新規追加]をクリックします。

c) グループの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
d) [サーバー（Server）]ドロップダウンリストから、このグループに追加する IMandPresence
ノードを選択します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

f) グループを作成するまでは、次の手順を繰り返します。2つの IM and Presenceノードから
構成される各グループで、クラスタ内に最大 3つのプレゼンス冗長グループを設定できま
す。

次のタスク

加入者のノードのインストール（23ページ）

加入者のノードのインストール

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのいずれかにサブスクライバ
ノードをインストールする場合は、この手順を使用します。

始める前に

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのサブスクライバノードのいず
れかにソフトウェアをインストールする前に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのパブリッ
シャノードにノードを追加する必要があります。詳しくはサブスクライバノードを追加しま

す。（22ページ）

手順

ステップ 1 パブリッシャノードでネットワークタイムプロトコルを設定ていた場合は、サブスクライバ
ノードをインストールする前に、パブリッシャノードが NTPサーバと同期されていることを
確認します。パブリッシャノードのコマンドラインインターフェイスで、utils ntp status
と入力します。最初のノードが NTPサーバと同期されていることを出力で確認します。

パブリッシャノードが NTPサーバと同期されていないと、サブスクライバノード
のインストールは失敗します。

（注）

ステップ 2 [最初のノードの設定（First NodeConfiguration）]ウィンドウで警告を確認し、最初のノードを
パブリッシャノードとして正しく設定したことを確認します。サブスクライバノードのイン

ストールを続行するには、[OK]をクリックします。
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[ネットワーク接続テスト設定（Network Connectivity Test Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 3 サブスクライバノードのインストール中に、サブスクライバノードがパブリッシャノードに
接続できるかどうかが確認されます。

•システムによるネットワーク接続の検証が正常に行われた後、インストールを一時停止す
る場合は、[はい（Yes）]を選択します。

•一時停止したインストールを続ける場合は、[いいえ（No）]を選択します。

[最初のノードのアクセス設定（First NodeAccess Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 パブリッシャノードの接続情報を入力し、[OK]を選択します。

システムにより、ネットワーク接続の確認が行われます。

システムによるネットワーク接続の検証が正常に行われた後、システムの一時停止を選択する

と、[最初のノードへの接続に成功しました（Successful Connection to First Node）]ウィンドウ
が表示されます。[続行（Continue）]を選択します。

ネットワーク接続テストが失敗するとシステムは必ず停止し、元に戻ってパラメー

タ情報を再入力できます。

（注）

[SMTPホスト設定（SMTP Host Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 SMTPサーバを設定する場合、[Yes（はい）]を選択して SMTPサーバ名を入力します。

一部のオペレーティングシステム機能を使用するには SMTPサーバの設定が必要
です。ただし、SMTPサーバの設定は、オペレーティングシステムの GUIまたは
コマンドラインインターフェイスを使用して後で行うこともできます。

（注）

[プラットフォーム設定確認（Platform Configuration Confirmation）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 6 [OK]を選択してソフトウェアのインストールを開始します。または、[戻る（Back）]を選択
して設定を変更します。

ステップ 7 インストール処理が完了すると、管理者アカウントとパスワードを使用してログインするよう
求められます。

次のタスク

Unified Communications Managerクラスタをインストールし、標準的な IM and Presenceの導入
内の同じクラスタで、IM and Presence Serviceをインストールする場合は (中央 IM and Presence
クラスタの導入とは反対に)、IM and Presence Serviceのクラスタをインストールするには、基
本インストール（8ページ）に戻ります。

そうしない場合は、インストール後の作業を完了します。

• Cisco Unified Communications Managerのインストール後の作業
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• IM and Presence Serviceのインストール後の作業

ゼロタッチインストールのタスクフロー
ゼロタッチインストール方法を介して、1つのプロセスで、UnifiedCommunicationsManagerと
IMandPresenceServiceノードまたはクラスタをインストールするには、次のタスクを完了しま
す。

始める前に

Cisco Unified Communications Managerのインストール前タスク

IM and Presence Serviceのインストール前の作業

手順

目的コマンドまたはアクション

ネットワーク設定で、設定ファイル

（clusterconfig.xmlと platformconfig.xml）
ゼロタッチインストールの応答ファイ

ルの生成（26ページ）
ステップ 1

を生成するには、この手順を使用しま

す。ゼロタッチインストールプロセス

では、これらのファイルを使用し、単一

ノードまたは各種クラスタノードを設

定します。

アンサーファイルから仮想フロッピー

イメージを作成するには、次の手順を使

仮想フロッピーイメージの生成（27
ページ）

ステップ 2

用します。仮想フロッピーイメージは

ゼロタッチインストールで使用します。

仮想フロッピーイメージをデータスト

アにアップロードするには、次の手順を

使用します。

仮想フロッピーイメージのデータスト

アへのアップロード（28ページ）
ステップ 3

UCアプリケーションの仮想フロッピー
イメージを対応する VMにマウントす
るには、次の手順を使用します。

フロッピーイメージの VMへのマウン
ト（28ページ）

ステップ 4

単一のノードまたはクラスタのインス

トールを開始します。同時にすべての

ゼロタッチインストールの実行（29
ページ）

ステップ 5

ノードのインストールを開始することが

できます。
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ゼロタッチインストールの応答ファイルの生成

クラスタのゼロタッチインストールに応答ファイルを生成するには、この手順を使用します。

応答ファイル（clusterconfig.xmlと platformconfig.xml）には、インストールプロセスが各クラ
スタノードでインストールし、設定する設定情報が含まれます。

始める前に

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのクラスタノードのアドレスを含
む、ネットワークトポロジをすでに計画している必要があります。

手順

ステップ 1 https://www.cisco.com/c/en/us/applicat/content/cuc-afg/index.htmlで、Cisco Unified Communications
Answer File Generatorアプリケーションにログインします。

ステップ 2 [ハードウェア（Hardware）]のセクションで、[仮想マシン（Virtual Machines）]を選択しま
す。

ステップ 3 [製品（Product）]のセクションから製品とインストールするバージョンを選択します。

ステップ 4 データインポートを使用した新規インストールを行う場合にのみ限り、[インポートするデー
タのソフトウェアの場所（Software Location of Data to Import）]セクションで、[インポート
するデータのソフトウェアの場所を設定する（Configure Software Location of Data to Import）]
チェックボックスをオンにして、リモート SFTPサーバーの詳細を設定します。それ以外の場
合は、この手順を無視して手順5に進みます。詳細については、データインポートを使用した
インストール（32ページ）を参照してください。

[インポートするデータのソフトウェアの場所を設定（Configure Software Location of Data to
Import）]チェックボックスをオンにすると、管理者資格情報、セキュリティパスワード、ア
プリケーションユーザー資格情報の各フィールドが無効になります。これらの詳細は、インス

トール中にソースノードデータからインポートされます。次のフィールドに入力します。

• [リモートサーバー名または IP（Remote Server Name or IP）]：ソースクラスタからエク
スポートされたデータを保存する Secure FTP（SFTP）サーバー。

• [エクスポートデータディレクトリ（Export Data Directory）]：エクスポートデータを含
むサーバーのディレクトリパス。

• [リモートサーバーのログイン ID（Remote Server Login ID）]：リモート SFTPサーバー
からのデータ取得を許可します。

• [リモートサーバーのパスワード（Remote Server Password）]：英数字、ハイフン、およ
び下線を含めることができます。

ステップ 5 [クラスタ間の設定（Clusterwide Configuration）]の下の残りのフィールドにクラスタ設定の詳
細を入力します。

ステップ 6 [プライマリノード設定（Primary Node Configuration）]のフィールドにパブリッシャノードの
構成の詳細情報を入力します。
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ステップ 7 [ダイナミッククラスタ設定の有効化（Dynamic Cluster Config Enable）]チェックボックスに
マークを付け、[ダイナミッククラスタ設定タイマー（Dynamic Cluster Config Timer）]フィー
ルドに値を時間単位で入力します。

1つのプロセスに完全なクラスタをインストールする場合は、このチェックボック
スをオンにする必要があります。そうしなかった場合、CLIを介して後でこのオプ
ションを設定するか、パブリッシャノードをインストールした後、サブスクライバ

ノードを手動で追加する必要が生じます。

（注）

ステップ 8 [Secondary Node Configuration（セカンダリノード設定）]の下で、最初のサブスクライバノー
ドの詳細を入力し、[Add Secondary Node（セカンダリノードの追加）]をクリックします。

ステップ 9 すべてのサブスクライバノードを追加します。

ステップ 10 すべてのクラスタノードを追加したら、 [応答ファイルの生成（Generate Answer files）]をク
リックします。

ステップ 11 コンピュータに応答ファイルをダウンロードします。

ステップ 12 IM and Presence Serviceに対して、応答ファイルを生成するには、この手順を繰り返します。

次のタスク

仮想フロッピーイメージの生成（27ページ）

仮想フロッピーイメージの生成

アンサーファイルから仮想フロッピーイメージを作成するには、次の手順を使用します。仮

想フロッピーイメージはゼロタッチインストールで使用します。

この手順では、Winimageを使用して、仮想フロッピーディスクイメージを作成する方法につ
いて説明します。Winimageは http: www.winimage.com download.htmからダウンロードできま
す。その他のツール（BFIなど）を使用して仮想フロッピーイメージを作成することもできま
す。

（注）

手順

ステップ 1 Winimageから、[ファイル（File）] > [新規（New）]を選択します。

ステップ 2 [標準形式（Standard format）]から、[1.44 MB]を選択して、[OK]をクリックします。

ステップ 3 メニューイメージに移動し、[挿入（Inject）]を選択して、platformConfig.xmlファイル
を選択します。

ステップ 4 Winimageにファイルを挿入するように求められたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [ファイル（File）] > [名前を付けて保存（Save As）]の順に選択します。
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ステップ 6 次の命名規則を使用して、ファイルを仮想フロッピーイメージ（.flpファイル）として保存し
ます。

• Unified Communications Manager : ucm.flp
• IM and Presenceサービス：imp.flp

ステップ 7 Unified Communications Managerクラスタと IM and Presence Serviceクラスタの両方で、これら
の手順を繰り返します。

次のタスク

仮想フロッピーイメージのデータストアへのアップロード（28ページ）

仮想フロッピーイメージのデータストアへのアップロード

仮想フロッピーイメージをデータストアにアップロードするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントを起動します。

ステップ 2 [設定（Configuration）]タブを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 4 データストアを右クリックして、データストアを参照します。

ステップ 5 アップロード先のディレクトリに移動し、[このデータストアにファイルをアップロード（Upload
files to this datastore）]アイコンをクリックします。

ステップ 6 vFloppyイメージを自分のローカルフォルダにアップロードします。

ステップ 7 [アップロード/ダウンロード（Upload/Download）]の警告で、[はい（Yes）]をクリックしま
す。

ステップ 8 [データストアブラウザ（Datastore Browser）]ウィンドウを閉じます。

次のタスク

フロッピーイメージの VMへのマウント（28ページ）

フロッピーイメージの VMへのマウント
UCアプリケーションの仮想フロッピーイメージを対応するVMにマウントするには、次の手
順を使用します。
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手順

ステップ 1 vSphereクライアントで、仮想マシンを選択します。

ステップ 2 VMwareリモートコンソール（VMRC）を開き、フロッピードライブをクリックします。

ステップ 3 [データストア内の既存のフロッピーイメージを使用する（Use existing floppy image in
datastore）]を選択します。

ステップ 4 データストアを参照して、仮想フロッピーイメージを見つけます。

ステップ 5 ファイルを選択して [OK]をクリックします。

ステップ 6 [デバイスのステータス（Device Status）]の下で、[接続済み、電源がオンになったときに接続
（Connected and Connect at power on）]オプションを有効にします。

ステップ 7 [オプション（Options）]タブをクリックします。[ブートオプション（Boot Options）]で、[強
制的に BIOSに移行（Force entry to BIOS）]チェックボックスをオンにしてから、[OK]をク
リックします。

ステップ 8 ノードをインストールする VMごとに、この手順を繰り返します。

次のタスク

ゼロタッチインストールの実行（29ページ）

ゼロタッチインストールの実行

仮想フロッピードライブをアプリケーション VMにマウントしたら、ゼロタッチインストー
ルプロセスを実行します。すべてのノードを同時にインストールすることができます。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントで、VMを右クリックして、[コンソールを開く（Open Console）]を選
択します。コンソールウィンドウが開きます。

ステップ 2 コンソールツールバーの [電源オン（Power On）]アイコンをクリックして、仮想マシンの電
源をオンにします。

ステップ 3 BIOS画面が表示されたら、次のブート順序を設定します。
a) CD-ROM
b) Hard Drive
c) Removable Devices
d) Network

ステップ 4 設定を保存してコンソールを終了します。インストールがすぐに開始されます。

ステップ 5 各クラスタノードで上記の手順を繰り返します。すべてのクラスタノードは同時にインストー
ルできます。それらを順番にインストールする必要はありません。

ステップ 6 アクティビティの完了を強調するものとして、仮想マシンから vFloppyの設定を削除します。
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次のタスク

Cisco Unified Communications Managerのインストール後の作業

IM and Presence Serviceのインストール後の作業

既存のクラスタに新しいノードを追加する
既存のクラスタで新しい Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのサブ
スクライバノードを追加するには、基本インストールまたはゼロタッチインストールのいず

れかの方法を使用して、ノードをインストールできます。追加する新しいノードはいずれも、

サブスクライバノードとして設定する必要があります。

基本インストール

追加の Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのクラスタノードの基本
インストールの場合は、以下のタスクを完了します。

説明手順

詳細については、「Administration Guide
for Cisco Unified Communications
Manager」の「ManageBackups」の章を
参照してください。

クラスタの完全バックアップを実行し

ます。

ステップ 1

インストールプロセスを開始します。基本インストール（8ページ）ステップ 2

インストールを構成することによって、

基本的なインストールプロセスを続行

します。

基本インストールの設定（16ページ）ステップ 3

Unified Communications Managerパブ
リッシャにサブスクライバノードを追

加します。

サブスクライバノードを追加します。

（22ページ）
ステップ 4

サブスクライバノードにソフトウェア

をインストールします。

加入者のノードのインストール（23
ページ）

ステップ 5

ゼロタッチインストール

追加の Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのクラスタノードのタッ
チレスインストールの場合は、次の作業を完了します。
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説明手順

詳細については、「Administration Guide
for Cisco Unified Communications
Manager」の「ManageBackups」の章を
参照してください。

クラスタの完全バックアップを実行し

ます。

ステップ 1

インストール用の応答ファイルを生成

します。ゼロタッチインストールプロ

セスでは、応答ファイルを使用して、

さまざまなクラスタノードのインス

トールおよび設定を行います。

ゼロタッチインストールの応答ファイ

ルの生成（26ページ）
ステップ 2

応答ファイルから仮想フロッピーディ

スクイメージを作成します。

仮想フロッピーイメージの生成（27
ページ）

ステップ 3

データストアに仮想フロッピーをアッ

プロードします。

仮想フロッピーイメージのデータスト

アへのアップロード（28ページ）
ステップ 4

仮想マシンに仮想フロッピーをマウン

トします。

フロッピーイメージの VMへのマウン
ト（28ページ）

ステップ 5

ソフトウェアをインストールします。ゼロタッチインストールの実行（29
ページ）

ステップ 6

基本およびゼロタッチインストールに関する注意事項

既存のクラスタに新しいノードをインストールした後、Cisco CallManagerまたは Cisco TFTP
サービスを利用する予定がある場合は、クラスタ内のすべての電話機を再起動して、最新の

ITLファイルを取得することをお勧めします。証明書信頼リスト（CTL）を使用している場合
は、utils ctl update CTLFile CLIコマンド（トークンレス CTLを使用）を実行するか、CTL
クライアント（レガシー USBトークン）を介してファイルを更新して、このファイルを手動
で更新する必要もあります。CTLファイルを更新したら、電話機を再起動して、最新の CTL
ファイルをダウンロードできるようにする必要があります。CTLファイルの詳細については、
Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイドの「Cisco CTLクライアントのセッ
トアップ」の章を参照してください。

重要
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•トレースコレクションサービスを再起動した場合にのみ、既存の FQDNクラスタに追加
した新しいノードのRTMTからログを収集できます。トレースコレクションを再起動せず
に Unified RTMTにサインインすると、次のエラーメッセージが表示されます：

「サーバー」<新ノード名> に接続できませんでした。

• IM and Presenceサーバーをサポートされているバージョンまでアップグレードしていない
既存のクラスタ内に新しいノードをインストールする場合、または IM and Presenceサー
バーが供用中止になっている場合は、次のメッセージが表示されます。

[追加に失敗しました（Add failed）] このクラスタに関連している Cisco Unified

IM & Presence サーバのアップグレードと移行が保留中（未完了）であると表示され

ます。このクラスタにサーバを追加する前に、すべての IM & Presence サーバのアッ

プグレードと移行が正常に完了したことを確認してください。未使用の IM & Presence

アプリケーション サーバがあるかを確認し、それらを削除してください。

（注）

ゼロタッチインストールを使用して、複数の Unified Communications Managerと複数の IM and
PresenceServiceノードを同時にインストールすることはできません。以下のシナリオがサポー
トされています。

•複数のUnified Communications Managerサブスクライバノードのみのインストール

• 1つのUnifiedCommunicationsManagerノード（パブリッシャ）のみと複数の IMandPresence
Serviceノードのインストール

複数の Unified Communications Managerノードと IM and Presence Serviceノードを同時にインス
トールする必要がある場合は、上記のシナリオのいずれかを使用して、追加のノードを手動で

インストールする必要があります。

（注）

データインポートを使用したインストール
Unified CMの古いバージョンからのデータをインポートする、Unified CommunicationsManager
と IM and Presence Serviceのインストールを設定するには、これら手順の 1つを使用します。

始める前に

目的のソースシステムの各ノードで utils system upgrade dataexport initializeCLIコマンドを実
行し、この手順で後ほどインポートできるデータをエクスポートします。ソースバージョンは

リリース 10.5以降である必要があります。ソースバージョンがリリース 12.5(1) SU5以降でな
い場合は、ソースシステムの各ノードに「ciscocm.DataExport」COPファイルの最新バージョ
ンをインストールする必要があります。
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手順

ステップ 1 Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceをデータインポートを使用して
インストールするように設定するには、基本インストール（8ページ）のステップ 1から 6
で説明されている手順に従います。そして、次の手順に進みます。

a) [プラットフォームインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウ
で、[インポート（Import）]をクリックして、Unified Communications Managerおよび IM
and Presence Serviceのインストール中に SFTPサーバからデータをインポートします。イ
ンストールプロセスはプレインストールから始まり、ノードは再起動されます。

b) 再起動後、[アップグレード構成情報のインポート（Import Upgrade Configuration
Information）]画面で [OK]をクリックします。

基本インストールプロセスを続行する場合は、基本インストールの設定（16ページ）を
参照してください。

ステップ 2 Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceをデータインポートを使用して
インストールするように設定するには、ゼロタッチインストールのタスクフロー（25ペー
ジ）のステップ 1から 5で説明されている手順に従います。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


